
回　覧
　

日
本
最
高
峰
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
メ
ン
バ
ー
が
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
の
魅
力
を
伝
え
る
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
と
な
っ
て
、
市
内
各

所
で
素
敵
な
音
楽
を
お
届
け
し

て
い
る
企
画
が
あ
り
ま
す
。
今

回
は
第
三
弾
「
小
名
浜
の
海
を

堪
能
」
が
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く

し
ま
に
お
い
て
９
月　

日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

梶
川
さ
ん
の
他
、
成
田
達
輝

さ
ん
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、
居

福
健
太
郎
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）
の

３
名
で
、
水
を
テ
ー
マ
に
し
た

曲
の
演
奏
が
始
ま
る
と
、
大
水

槽
の
中
の
魚
た
ち
が
反
応
し
逆

回
転
で
泳
ぎ
は
じ
め
、
会
場
は

心
地
よ
い
音
楽
と
水
の
世
界
が

広
が
り
、
集
ま
っ
た
観
客
は
し

ば
し
外
の
暑
さ
を
忘
れ
、
癒
し

の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
小
名
浜
で
は
魚

市
場
・
冷
泉
寺
・
い
わ
き
ら
ら

ミ
ュ
ウ
・
い
わ
き
信
用
組
合
本

店
と
合
計
５
か
所
で
演
奏
を
聞

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ク
ラ

シ
ッ
ク
を
堪
能
で
き
た
ス
テ
キ

な
時
間
で
し
た
。

　

小
名
浜
商
港
起
工
式
は
、
昭

和
４
年(

１
９
２
９) 

５
月　

日
、

内
務
省
仙
台
土
木
出
張
所
坂
本

所
長
の
挨
拶
で
開
式
し
た
。
式

典
会
場
は
、
小
名
浜
測
候
所
前

海
岸
（
現
在
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル

北
側
）
に　

間
（
約　

ｍ
）
四

方
の
テ
ン
ト
が
設
営
さ
れ
た
。

海
に
面
し
た
祭
壇
に
、
内
務
大

臣
代
理
土
木
局
長
、
仙
台
税
務

監
督
局
長
、
東
京
・
横
浜
の
土

木
出
張
所
長
、
加
勢
県
知
事
、

貴
族
院
・
衆
議
院
議
員
、
県
会

議
員
が
参
列
（
貴
賓
席
）、
そ

れ
以
外
の
招
待
者
・
関
係
者
（
一

般
席
）
を
含
め
る
と
約
一
千
名

の
参
加
者
だ
っ
た
。

　

神
官
の
祝
詞
の
後
に
、
基
石

を
海
中
に
沈
定
し
た
。
沖
合
で

は
一
列
横
隊
に
並
ん
だ
満
艦
飾

の
漁
船
約
百
隻
が
分
列
式
を

行
っ
た
の
だ
。
富
ケ
浦
公
園
の

大
園
遊
会
会
場
か
ら
勇
壮
な
昭

和
の
絵
巻
が
見
え
た
こ
と
だ
ろ

う
。
祝
賀
の
花
火
は
、昼
間　

発
、

夜
間　

発
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。

自
動
車
が
列
を
な
し
近
郷
近
在

の
人
た
ち
も
押
し
寄
せ
、
こ
の

日
小
名
浜
は
空
前
絶
後
の
賑
わ

い
だ
っ
た
。

　

小
野
晋
平
は
当
日
、
磐
城
時

報
の
取
材
に
「
亡
父
賢
治
の
意

志
を
継
い
だ
商
港
運
動
」を「
小

名
浜
漁
港
が
完
成
し
た
時
、
商

港
の
基
礎
は
で
き
た
。
今
回
の

起
工
式
ま
で
に
は
歴
代
の
知
事

の
努
力
と
郡
選
出
の
各
代
議
士

並
び
に
各
県
議
が
一
大
奮
闘
し

た
こ
と
、
町
当
局
者
並
び
に
有

志
等
が
寝
食
を
忘
れ
、
挙
町
一

致
し
て
多
年
実
現
運
動
に
邁
進

し
、
巨
額
の
私
財
を
投
げ
出
し

運
動
を
容
易
な
ら
し
め
た
結
果

と
し
て
、
そ
の
実
を
結
ん
だ
も

の
で
あ
る
。」
と
振
り
返
っ
た
。

さ
ら
に
「
小
名
浜
町
の
将
来
の

た
め
ば
か
り
で
な
く
、
本
県
産

業
界
に
幾
多
の
好
影
響
を
も
た

ら
す
と
思
わ
れ
る
。
小
名
浜
町

に
つ
い
て
も

生
産
工
場
の

建
設
が
計
画

さ
れ
、
セ
メ

ン
ト
工
場
、

大
製
板
所
、

海
産
物
工
業

等
が
発
達
す

る
の
で
は
な

い
か
。
十
年

後
の
小
名
浜

町
は
全
く
一

変
す
る
だ
ろ

う
。」
と
語
っ

た
。

　

鈴
木
栄
町

長
も
、
同
紙

に
「
商
港
運

動
の
先
駆
者
、

小
野
賢
司
、

野
崎
武
兵
衛
、

立
花
勇
七
諸

氏
の
努
力
は

決
し
て
忘
れ

る
こ
と
の
で

き
な
い
涙
ぐ
ま
し
い
奮
闘
だ
っ

た
。
寸
時
も
忘
れ
ず
自
ら
私
財

を
投
じ
常
に
自
分
を
鞭
撻
し
同

時
に
全
町
民
に
向
か
っ
て
絶
え

ず
呼
び
か
け
て
挙
町
一
致
の
歩

調
を
少
し
も
乱
さ
ず
陣
頭
に

立
っ
て
い
た
。
今
日
、
大
祝
賀

会
を
自
分
達
が
行
う
こ
と
に

な
っ
た
の
は
一
代
の
光
栄
で
あ

る
が
、
私
は
こ
の
三
氏
に
仕
え

た
だ
け
に
感
激
無
量
で
あ
る
」

と
語
っ
た
。
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築
港
の
先
人…

小
野
晋
平
と
賢
司…

小
　
野
　
　
　
浩

小
野
晋
平
翁  

没
後
　
年
　
特
別
企
画
③

80

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
い
わ
き
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

レ
ジ
デ
ン
ト
シ
リ
ー
ズ
２
０
２
３

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
い
わ
き
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

レ
ジ
デ
ン
ト
シ
リ
ー
ズ
２
０
２
３

フ
ル
ー
ト
奏
者 

梶
川
真
歩
さ
ん
と
い
わ
き
の
街
を
旅
す
る

昭
和
４
年
５
月
の
起
工
式

地
域
の
期
待
を
担
っ
て
盛
大

に
催
さ
れ
た

▲
冷
泉
寺

　
い
わ
き
信
用
組
合

▲

ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま

い
わ
き
・
ら
・
ら
・
ミ
ュ
ウ

小
名
浜
魚
市
場

▲



　

太
平
洋
を
眼
下
に
望
み
、

育
っ
て
き
た
私
た
ち
で
す
。
し

か
し
、
小
名
浜
港
を
知
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
。
連
載
中
の
小
野

晋
平
翁
は
「
築
港
の
父
」
と
称

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
小
名

浜
港
に
つ
い
て
少
し
ず
つ
学
ん

で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

歴
史
は
さ
か
の
ぼ
り
、
江
戸

時
代
は
幕
府
へ
の
上
納
米
、
明

治
時
代
以
降
は
石
炭
の
積
出
港

と
し
て
繁
栄
し
ま
し
た
。
小
名

浜
港
は
、
地
域
や
暮
ら
し
を
支

え
る
貿
易
の
玄
関
口
に
な
る
の

で
す
。
現
在
の
日
本
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
・
食
料
を
輸
入
し

て
い
ま
す
。
そ
の
貿
易
の　

・

５
％
は
船
で
の
輸
送
な
の
で
す
。 　

小
名
浜
港
は
「
工
業
港
」
の

性
格
も
も
っ
て
い
る
の
で
、
寄

港
の
船
は
貨
物
船
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
積
み
荷
は
石
炭
が
最
も

多
く
、
次
い
で
金
属
鉱
・
重
油
・

セ
メ
ン
ト
・
化
学
製
品
と
続
き

ま
す
。

　

小
名
浜
港
が
国
際
貿
易
港
っ

て
、
ご
存
知
で
し
た
か
？

　
　
　
　
　
　
　

次
号
に
続
く

　

９
月　

日
、
ま
ち
づ
く
り
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
小
名
浜
に
お
い
て

全
体
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、（
公
社
）
い
わ

き
青
年
会
議
所
理
事
長　

高
橋

大
吾
氏
を
お
招
き
し
「
い
わ
き

Ｆ
Ｃ
ス
タ
ジ
ア
ム
に
つ
い
て
」

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

高
橋
氏
は
、
新
ス
タ
ジ
ア
ム

検
討
委
員
会
『
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｉ  

Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ 

Ｕ
Ｐ 

Ｐ
Ｒ

Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ（
Ｉ
Ｇ
Ｕ
Ｐ
）』
の
、

コ
ン
セ
プ
ト
・
機
能
等
を
検
討

す
る「
分
科
会
Ⅰ
」の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。「
分
科
会
Ⅰ
」
は
多
種
多
様
、

多
士
済
々
な
メ
ン
バ
ー　

名
で

様
々
な
視
点
か
ら
、
ス
タ
ジ
ア

ム
を
建
設
す
る
こ
と
で
ス
ポ
ー

ツ
と
ま
ち
づ
く
り
が
共
創
し
、

い
わ
き
の
未
来
を
創
造
で
き
る

よ
う
に
議
論
を
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
「
ユ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
立
ち
上
げ
、　

代
～　

代
の
若
い
世
代
が
考
え
る
地
域

の
未
来
像
や
、
新
ス
タ
ジ
ア
ム

構
想
な
ど
を
テ
ー
マ
に
意
見
交

換
を
楽
し
く
行
う
ユ
ー
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て
い
ま

す
。「
Ｉ
Ｇ
Ｕ
Ｐ
」
の
活
動
は
、

い
わ
き
Ｆ
Ｃ
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ

イ
ト
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

後
半
は
、
会
議
に
参
加
し
た

メ
ン
バ
ー
で
、
新
ス
タ
ジ
ア
ム

に
つ
い
て
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ

ン
グ
し
、
活
発
な
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
だ
け
の

施
設
で
は
な
く
、
様
々
な
複
合

施
設
を
併
設
す
る
こ
と
に
よ
り

　

日
賑
わ
い
の
あ
る
施
設
に
す

る
こ
と
、
さ
ら
に
、
ス
タ
ジ
ア

ム
と
各
地
域
や
現
存
の
施
設
を

結
ぶ
公
共
交
通
を
充
実
さ
せ

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
で

す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
発

展
、
ま
た
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
ア
カ
デ
ミ
ー
を
駆
使
し
人
材

を
育
て
る
場
と
し
て
、
い
わ
き

全
体
が
魅
力
あ
る
市
に
な
る
新

ス
タ
ジ
ア
ム
が
出
来
る
よ
う

に
、
小
名
浜
ま
ち
づ
く
り
市
民

会
議
で
は
意
見
を
出
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊
現
段
階
で
は
建
設
地
な
ど
未

定
で
す
。
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月
１
日
、
江
名
の
町
復
興

推
進
協
議
会
主
催
に
に
よ
る

「
江
名
の
町
マ
リ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３
」
が
江
名

港
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
釣
り

大
会
か
ら
始
ま
り
「
い
わ
き
の

海
を
体
験
し
よ
う
！
遊
漁
船
体

験
乗
船
」
が
あ
り
、
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
な
ど
が
出
店
し
、
干

物
の
炭
火
焼
き
試
食
体
験
は
人

気
が
あ
り
ま
し
た
。
同
時
に
開

催
さ
れ
た
「
ビ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
０
２
３
」
で

は
マ
カ
ジ
キ
が
釣
り
上
げ
ら

れ
、
写
真
撮
影
な
ど
大
い
に
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

26

99

10

22

10

20

365

江
名
の
町
　
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

全
体
会
議
９
月

い
わ
き
Ｆ
Ｃ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
未
来

い
わ
き
Ｆ
Ｃ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
未
来

私
が
子
供
だ
っ
た
頃…

。

秋
の
夕
暮
れ
時
、
母
に

い
つ
も
文
句
を
言
っ
て

い
た
。

「
今
日
も
秋
刀
魚
～　

肉

食
べ
た
い
！
」

あ
の
頃
の
秋
の
食
卓
は
、

秋
刀
魚
の
ポ
ー
ポ
ー
焼

き
、
塩
焼
き
、
秋
刀
魚
鍋
、

佃
煮…

…

ｅ
ｔ
ｃ
。

夕
暮
れ
時
の
匂
い
で
夕

飯
が
分
か
る
と
、
飽
き

飽
き
し
て
い
て
、
ウ
ン

ザ
リ
す
る…

…

。
そ
れ

が
日
常
だ
っ
た
。

昨
今
、
涼
し
く
な
っ
て

く
る
と
、
今
年
は
秋
刀

魚
さ
ん
に
何
回
逢
え
る

か
な
ぁ
ー
と
、
ふ
と
思
っ

て
し
ま
う
。

子
供
の
頃
の
食
卓
に
憧

れ
る
の
は
、
少
し
の
寂

し
さ
と
、
懐
か
し
さ
と
、

何
と
も
言
え
な
い
想
い

だ
な
ぁ
～
・
・
・

よ
き
よ
き　
　
　
　

笑

　
　
　
　
　
　
　

Ｈ
・
Ｓ

　
　
　 マ

ー
メ
イ
ド
の

さ
さ
や
き

マ
ー
メ
イ
ド
の

さ
さ
や
き

写真提供：いわき市

講
師
の
（
公
社
）
い
わ
き
青
年
会

議
所
理
事
長
　
髙
橋
大
吾
氏

小
名
浜
港
を
知
ろ
う

随時 FB に活動
状況をアップ

しています。見つけ
たらぜひ、
してください。

人力戦艦 !?

汐風澤風
ＹＯＵＴＵＢＥ
配信はこちらから




